日刊
2010/５/２０　連携会議第５３号

各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
備品購入をめぐるナゾ?!
　過日管理課から電話があって、「予算要望書にあった『コンサートタムタム』と『和太鼓ソフトケース』ですが、購入の手続きに入りたいので、カタログなどをお願いします。」とのことでした。
　さて、この２品目は予算要望書「学校ランキング表」に対する市教委回答では「H22相対予算枠の中で検討」となっていたものです。この意味については、教材備品購入費の配分があった時点で市教委に確認しておいたのですが、正確ではありませんが「市内全体の要望購入が終わった段階で、残予算を鑑みて検討する」というような話だったと思います。そのため、「和太鼓ソフトケース」については急いでいるので、配分予算での購入を検討したやさきに前述の連絡があったわけです。もちろん、配分予算を使わずに購入できることは大変結構なことですが、いかんせんこの仕組みがわかりません。仕組みが分からないことには要望の作戦が立てられません。
　そこで、市教委に訊いてみました・・・といつもなら続くのですが、ここは一つ予算要望回答の一覧を作って、各校がどのようになっているかを調査してみたいと思います。


お知らせするので、下記の一覧表をご覧ください。
先ほど記述したとおり、この表は「H22相対予算枠の中で検討」と回答のあった備品です。

	校　名
	備　品　名
	単価
	金額
	着手の連絡
(5/２０現在)

	紅南小
	職員室の職員用事務椅子
	11,000
	33,000
	不明

	八幡小
	家庭科室のカーテンの設置
	　
	　
	なし

	花川南中
	体育館ステージ幕の更新
	　
	　
	不明

	
	バス・クラリネット
	　
	892,500
	不明

	
	ユーフォニューム
	　
	588,000
	不明

	
	保健室ベッドとベッドマット
	　
	　
	不明

	花川北中
	トロンボーン
	　
	　
	なし

	
	クラリネット
	　
	　
	なし

	
	トランペット
	　
	　
	なし

	樽川中
	耕起用具一式
	　
	150,000
	なし

	
	コンサートタムタムセット
	　
	350,000
	有り

	
	宮太鼓ソフトケース
	　
	145,000
	有り


当該校に訊いてみると、市教委から「購入手続きに入る」と５月２０日現在で連絡があったのは、表のとおりです。
　事務局の疑問を再度述べますとこういうことです。

　①「H22相対予算枠の中で検討」ということの意味を、私個人としては「教材備品購入配分予算の入札が一段落した後の残予算で対応する」と（市教委との電話にもとづき）とらえた。
　②しかし、まだ校内で購入計画を立案している最中に、２点の備品について「購入手続きに入るのでカタログ等をお知らせください」と連絡が入った。

　③配分予算外で要望備品が購入できることは率直にありがたい。

　④しかし、「相対予算枠」の優先順位は誰がどのように決めているのかわからない。

　⑤さらに、備品購入のための予算がどのように組まれているのか、（配分備品費と要望書で決定した購入費と相対予算枠は何がどう同じでどう違うのか）。（しりたい！）

　そこで、市教委に訊いてみました。・・・とまたもやならず、調査は後日とします。
今回、「相対予算枠」に着目して考えてみましたが、石狩市の予算要望の在り方については、これまで多くの論議を経て現在のスタイルがあるものとは思いますが、改善すべき点は大いに提起をして議論をしていくことが学校事務の役割でもありましょう。



























